
芝
表面

KICK OFF
延長KICK OFF

No. 延前 後 前 計 計 前 後 延前 No.

0 12 GK GK 1 0

0 2 DF DF 2 0

0 3 DF DF 4 0

1 1 5 DF DF 5 0

1 1 6 DF DF 6 0

0 7 MF MF 7 3 2 1

0 11 MF MF 8 0

0 13 MF MF 9 0

2 2 16 MF MF 10 1 1

2 1 3 9 FW FW 14 1 2 1 1

1 3 4 10 FW FW 15 2 2

1 GK GK 12
4 DF DF 3

15 DF MF 11 0 15

8 MF MF 13
14 FW FW 16

警 10 警 11

0 4 7 11 8 2 4 2

0 3 0 3 6 3 3 0
0 2 4 6 5 1 3 1
2 1 6 9 8 4 3 1

0 2 1 3 2 2 0 0

0 2 1 3 2 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

No.

14

[試合時間] 前半36:21(1:21)、後半37:09(2:09)、延長前半5:40(-04:20)、試合所要時間 1:38:17

149 10 137 11

繰返違反

左ＣＫ 10

シュート

↑

0

0

後　半0
延長前半

間接ＦＫ

(ｵﾌｻｲﾄﾞ)

大川 晃広島田 洋

会場名

第59回国民体育大会 サッカー競技（少年男子）  決勝【Y-32】 
日　時 10:302004年9月14日

観衆数

試合形式

 69% 風 ピッチ状態 30℃ 無し気　温曇 時々 晴 湿　度

警告・退場

OUT時間

倉橋 秀幸  (3年)

中村 豪  　(3年)

良芝
乾燥

交 代シュート

2,070人

ボール支配率

     

相葉 忠臣

0

第４の審判員

0

前　半

塩生 昇

選 手 名位置 番号位置
交 代
OUT時間

天　候

マッチコミッショナー

主　審

千葉県（少年男子）

シュート
得点

平山 隆造

ボール支配率

0

東城 穣

     

選 手 名

0－1

81 2 3 4 5 6 12

得点経過 記録例： ～:ドリブル　→:ゴロパス　↑:浮き球パス　×:混戦　Ｓ:シュート　Ｈ:ヘディング

警告・退場

得点時間 得点チーム 得点者 スコア

川和 太陽  (3年)

竹田 忠嗣  (3年)

池田 圭  　(3年)
中林 洋次  (3年)

平木 良樹  (3年)

佐藤 高志  (3年)

監督

ＰＫ

延
前チーム合計

前
半

後
半

静岡県 中央-1 14 ＨＳ藤井 貴

 ＰＫ戦の経過

山下 訓広  (3年)

60分

直接ＦＫ

延
前

前
半

後
半

ラフ中村 友亮池田 圭73分

ＧＫ
ＣＫ

75分

上田 康太  (3年)
薬袋 克己  (3年)

ｼﾞｮｽﾞｴ･ｿｳｻﾞ･ｻﾝﾄｽ(2年)

柴田 公章  (3年)
中川 靖章  (2年)

中村 友亮  (3年)篠崎 州保  (2年)

得点

川淵 勇祐  (3年)

赤星 貴文  (3年)

八田 直樹  (3年)
平岡 康裕  (3年) (C)

小関 佑典  (3年)

武田 憲明  (3年)

狩野 健太  (3年)

番号

1

63分

監督

藤井 貴  　(3年)
岡本 達也  (3年)
碓井 健平  (2年)

松本 征也  (3年)

静岡県（少年男子）

石川 大徳  (2年)

三門 雄大  (3年)
中村 勇紀  (3年)

船山 貴之  (2年)

渡邉 広大  (3年) (C)

1

公式記録

副 審 １
記録担当副 審 ２

70分 延長20分(V) 

安元 利充
上荒 敬司

埼玉スタジアム2002，埼玉県

財団法人日本サッカー協会

４－４－２で中盤をダイヤモンドにおく千葉とボックスにおく静岡。攻守の切りかえを早くして、シンプルに展開していく両チーム。引
き締まった立ち上がりとなる。ＦＷを起点に、⑩の突破力と両サイドからの攻撃を仕掛けて持ち味を発揮する千葉。⑮をアクセントに、
中盤の４人による多彩な攻撃でチャンスをつくる静岡。両チーム共、ポイントを押さえたゴール前の守備で決定機をつくらせず一進一退
の攻防が続く。後半に入っても互いの良さを出し合いチャンスをつくる。ミスの許されない緊迫したゲームであった。延長、ＣＫからＶ
ゴールをあげて静岡が勝利したが、個々の高い技術をベースにした質の高いプレーでゲームを組み立て、ゴールを狙う、まさしく決勝に
ふさわしいゲームを展開した両チームを称えたい。

[戦評] 記入者： 前田真吾 所属： 琴丘高校（兵庫県）

2004/9/14 13:32


